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考
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按
と
い
う
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入
試
“

ま
で
あ
っ
た
の
で
す
。
だ
か

覚
梧
を
決
め
て
入
学

今
年
四
月
に
入
学
し
た
受
ら
、
こ
こ
で
授
業
を
受
け
る

講
生
の
ひ
と
り
、
田
中
一
正
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
自
分
に

さ
ん

(64)は、

R
S
S
Cを
ワ
ク
を
は
め
て
、
覚
伯
を
決

選
ん
だ
理
由
を
こ
う
語
る
。

め
て
来
ま
し
た
」

叫叫間
品

こ
は
遺
択
科
目
を
五
科
目
以
田
中
さ
ん
は
週
に
四
日
丑

上
履
修
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
校
し
、
う
ち
三
日
間
で
五
科

含
む
必
須
科
目
も
と
り
、
そ
目
を
受
講
し
、

一
日
は
必
須

し
て
最
後
に
修
了
論
文
を
提
科
目
と
ゼ
ミ
に
出
席
し
て
い

出
し
て
初
め
て
修
了
で
き
る
。
食
堂
も
囮
書
釦
も
使
え

る
。
入
学
す
る
の
に
書
類
遺
る
し
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り
に
仲
間
と
の
飲
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店
を
経
営
し
て
い
る
が
、
枕
若
井
襲
樹
さ
ん
切
四
は
今
は
．
．
 

年
前
の
心
月
に
励
削
師

内
に
ア
バ
ー
ト
を
伯
り
て
こ
年
専
攻
科
を
修

ru戌
年
前

と
し
て
勤
め
て
い
た
＂
間
な

の
学
校
へ
泊
ザ
し

て

い

令

に

公
社
を
／
作
紺
退
職
し
て
こ

退
職
し
て

R
S
8じ
に
入

云
し
い
知
戴
の
悧
得
だ
け
の
大
中
に
米
た
り

「1
．作
間
▼
中
、
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作
間
中
び
こ
の
．
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で
な
く
、
こ
れ
か
ら
M
を
目
は
ん
と
に
梨
し
か
っ
た
：
）
に
専
攻
料
を
修

rし
た
。

分
が
社
公
に
憑
元
で
き
る
か
れ
か
ら
は
、

M
か
レ
た
い
シ
五
授
磁
で
見
つ
け
た
も
の

み
公
が
あ
る
の
が
楽
し
み
」

だ
と
い
う
。
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• み
、
一
定
期
間
に
隈
裟
を
受
け
る
方
式
だ
。
立
敷
大
学

が
開
設
し
て
い
る
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
」
は
、

他
大
学
の
生
顆
学
習
プ
ラ
ン
と
は
、
ち
ょ
っ
と
趣
を
異

に
し
た
フ
ル
コ
ー
ス
型
。
い
ま
一
度
出
生
生
活
“
を

過
ご
し
て
、
修
了
後
は
社
会
貢
献
を
吃
さ
す
人
た
ち
が

多
い
。
．

（
文
・
碑
真
姉
汗
坑
一）

シ
ニ
ア
世
代
に
第
二
の
門
戸

入
試
あ
り
修

r論
文

も

し

鱈

廷

"

[泊遠
1
9
8
50

1
,

一
．
―
[
訳
戸
詞
諄

．
れ
を
修
了
す
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と
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歳
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上
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加
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必
須
竺
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iiカ
ン
ド
ス
テ
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ジ
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」
に
慕
、
も
う
一
年
学

「
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
金
圏
日
ま
で
の
午後
に
粽
吟
•
こ
の
講
酸
以
外
に
一
般
学
ナ
ー
ル
が
あ
り
、
受
講
生
は
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と
が
で
き
る
。
平
均
す

ジ
大
学
」
は
、
シ
ニ
ア
の
た
社
会
論
か
ら
異
文
化
研
究
、

生
の
受
講
科
目
を
前
期
、
後
必
ず
そ
の
ひ
と
つ
に
所
属
し
が
目
的
で
、
最
終
日
に
は
広

る
と
本
科
卒
業
の
約
半
分
が

め
の
学
ぴ
直
し
と
再
チ
ャ
レ
哲
学
・
宗
教
な
ど
全
四
十
九

期
に
そ
れ
ぞ
れ
二
科
目
、
受
て
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
場
で
た
き
火
を
囲
ん
で
フ
ォ

専
攻
科
に
迎
む
。
ち
な
み
に

ン
ジ
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
講
で
き
る
。
シ
ニ
ア
世
代
の
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
学
生
本
年
度
の
本
科
新
入
生
は

し
て
、
二
0
0八
年
四
月
に

受
講
生
は
二
定
の
数
の
構
義

受
講
生
に
と
っ
て
、

若
い
学

ゼ
ミ
合
宿
に
は
ほ
ぽ
七
割
の
時
代
に
戻
っ
て
楽
し
む
企
画
九
十
六
人
（
男
性
五
十
三
、

開
校
。

五
十
歳
以
上
の
男
女
を
履
修
し
て
単
位
を
取
得
しへ

生
に
交
じ
っ
て
開
裟
を
聴
く

本
科
生
が
参
加
し
て
、
講
涸
も
あ
る
。
な
お
、
授
業
料
は

女
性
四
十
＿1-）。

平
均
年
齢

が
応
募
で
き
る
。

本
科
は
一
年
度
末
に
修
了
論
文
を
捉
出
こ
と
は
い
い
刺
檄
に
な
っ
て
を
聴
き
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
登
録
料
を
含
め
て
四
十
万
円
は
六
十
二
歳
。
昨
年
の
本
科

年
間
。

授
業
は
月
曜
日
か
ら
し
て
修
了
す
る
シ
ス
テ
ム
。
い
る
。

か
け
る
。
「
仲
間
と
の
交
流
」

程

度

。

生

で

、

今
年
専
攻
科
に
巡
ん

だ
の
は
五
十
人
だ
っ
た。
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師
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、
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ア
パ
ー
ト
債
り
通
学

昨
年
四
月
に
本
科
に
入

学
し
、
今
年
か
ら
専
以
科

で
学
ん
で
い
る
笠
願
冥
舅
さ

ん
（鉛
）は
長
野
巾
内
で
飲
食
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自
分
探
し
々
を
支
援

講
義
は
フ
ル
コ
ー
ス
型
月
守
応
い

東
京
・
池
袋
に
あ
る
立
教

バ
ス
の
中
を
行
き
恋

2
6い
男
女
が
欝
師
の
能
を
熱
心
に
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ

大
学
の
屁
下
が
り。
キ
ャ
ン

学
生
た
ち
に
交
じ
っ
て
、
散
聞
い
た
り
、
ノ
ー
トを
収
っ
た

4
~ル
コ
ー
ス
型
＂
で
す
」

凪
と
問
じ
よ
う
な
年
り
し
て
い
る。

「立
教
セ
カ

と
、
立
教
大
学
の
独
自
方
式

齢
、
あ
る
い
は
も
っ
と
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
」
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え
る
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性
や
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の
授
蟻
の
ひ
と
こ
そ
の
う
え
で
ゼ
ミ
に
所

婦
人
が
次
々
と
校
令
に

ま
だ
。

属
す
全
り
も
必
須
で
す
か
ら
、

入
っ
て
行
く
。
教
杢
05一

大
学
側
の
説
切
に
よ
る
受
講
生
同
士
の
仲
間
が
で
き

つ
娑
似
そ
い
た
五
十
人

と
、
お
よ
そ
百
五
十
人
の
受
ま
す
。
生
罰
学
爾
で

3
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ほ
ど
の
シ
ニ
ア
世
代
の
講
生
が
月
曝
H
か
ら
金
曝
U

の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
学

の
午
統
、
用
意
さ
れ
た
散
科
び
を
通
じ
て
仲
間
が
で
き
る

を
遍
択
し
て
受
講
す
る
。

一

と
い
う
の
が
ほ
か
に
は
な
い

定
の
皐
位
を
取
得
し
、
さ
ら
特
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う

に
修
ア
蛉
文
も
提
出
し
て
初
か
」
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

め
て
修
了
証
書
を
手
に
す
る
特
色
を
話
し
て
く
れ
た
‘
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を
し
て
い
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ー
ク
ル
を
つ
く
る
つ
も
り
で

ル
ー
プ
と
い
っ
し
ょ

に
泊
動

す
」
•も
と
も
名
山
内
会
E
凹

す
る
つ
も
り
。
も
っ
と
は
く
動
し
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
を

米
た
か
っ
た
」
と
キ
ャ
ン
バ

ベ
ー
ス
に
し
た
い
そ
う
だ
り
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シ
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支
援
し
た
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既
ャ
レ
ン
ジ
の
精
神

で
し
た
．
仕
事
は
十
分
に

や
っ
た
の
だ
か
ら
次
は
日
分

が
や
り
た
い
も
の
な
や
る
、

そ
れ
は
お
U
を
や
る
こ
と
で

レ
た
」
・
そ
の
位
、
い
山

冑
凡
サ
ロ
ン
を
備
え
た
カ

フ
ェ
な
作
る
準
備
中
だ
ぃ

「仲
間
づ
く
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て
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て
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と
瓜
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火
股
が
こ
れ
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ら
の
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